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史
料
紹
介
　
駿
河
国
安
倍
郡
中
平
村
見
城
家
文
書

Ｉ
Ｆ
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
安
倍
川
流
域
の
村

・
地
域
社
会
研
究
の
た
め
に

今

村

直

樹

は
じ
め
に

人
文
社
会
科
学
部
社
会
学
科
歴
史
学
コ
ー
ス
の
日
本
史
学
研
究
室
で
は
、　
一
九
八
八
年
度
か
ら
静
岡
市

（現
在
は
文
化
財
課
が
所
管
）
に
よ

る

「静
岡
市
古
文
書
調
査
事
業
」
（以
下
、
「調
査
事
業
」
と
略
）
の
一
環
と
し
て
、
同
市
内
に
残
さ
れ
て
い
る
古
文
書
群
を
調
査
し
、
史
料
目
録

を
作
成
し
て
所
蔵
者
に
進
呈
し
、
古
文
書
の
意
義
と
保
存
を
喚
起
す
る
事
業
を
、
継
続
的
に
行

っ
て
き
た

（学
部
生
に
よ
る
調
査
成
果
の
一
部

は
、
毎
年
秋
の
大
学
祭
期
間
中
に
開
催
す
る
、
「古
文
書
展
」
で
発
表
し
て
い
る
）。
小
稿
で
紹
介
す
る
駿
河
国
安
倍
郡
中
平
村
見
城
家
文
書

（以

下
、
「見
城
家
文
書
」
と
略
）
は
、
二
〇

一
三
年
度
の
調
査
事
業
で
取
り
扱
っ
た
史
料
群
で
あ
り
、
そ
の
成
果
の
一
部
は
、
す
で
に
日
本
史
学
研

究
室
の
学
部
三
年
生
が
主
体
と
な
っ
て
作
成
し
た
、
二
〇

一
三
年
度
の
古
文
書
展
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
で
も
公
表
さ
れ
て
い
る
。
小
稿
で
は
、
見
城

家
文
書
に
お
け
る
、
主
に
古
文
書
展
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
未
紹
介
の
史
料
を
い
く
つ
か
項
目
別
に
取
り
上
げ
て
、
今
後
の
日
本
近
世
史
研
究
や

二
九



四
〇

歴
史
教
育
、
あ
る
い
は
防
災
研
究
の
た
め
の
，
素
材
と
し
て
提
供
し
て
み
た
い
。

見
城
家
文
書
は
、
旧
安
倍
郡
中
平
村

（現

・
静
岡
市
葵
区
中
平
）
の
名
主
家
に
伝
わ
っ
た
史
料
群
で
あ
り
、
と
り
わ
け
江
戸
時
代
前
期
か
ら

明
治
前
期
に
か
け
て
の
中
平
村
や
百
姓
た
ち
の
生
活
実
態
、
安
倍
川
上
中
流
域
の
地
域
社
会
の
状
況
、
ま
た
代
官
所
と
村
社
会
の
関
係
な
ど
を

考
え
る
上
で
、
大
変
豊
か
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
「静
岡
市
史
』
近
世
史
料
二

（以
下
、
「静
岡
市
史
」
と
糀
）
で

部
分
的
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
『静
岡
市
史
」
で
紹
介
さ
れ
た
史
料
は
、
見
城
家
文
書
全
体
の
史
料
群

の
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
小
稿
で
は
、
主
に
筆
者
の
専
門
分
野
で
あ
る
江
戸
時
代
後
期
の
史
料
に
重
点
を
置
き
、
今
回
の
調
査

事
業
で
新
た
に
確
認
さ
れ
た
史
料
の
紹
介
と
、
若
干
の
解
説
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

見
城
家
文
書

の
概
要

前
述
の
と
お
り
、
見
城
家
文
書
と
は
、
江
戸
時
代
の
安
倍
郡
中
平
村
で
名
主
職
を
歴
任
し
て
き
た
見
城
家
に
伝
来
し
た
史
料
群
で
あ
る
。
し

か
し
、
戦
後
の
時
期
で
あ
ろ
う
か
、
研
究
者
な
ど
に
貸
し
出
さ
れ
た
際
な
ど
に
史
料
群
は
分
割
さ
れ
、
そ
の
後
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

分
割
さ
れ
た
見
城
家
文
書
に
関
し
て
は
、
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
①
見
城
秀
誌
氏
所
蔵
分
、
②
静
岡
大
学
所
蔵
分

（人
文
社

会
科
学
部
日
本
史
学
研
究
室
）、
③
国
学
院
大
学
所
蔵
分
の
二
つ
の
史
料
群
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
小
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
二
〇

一
三
年
度

の
調
査
事
業
で
取
り
扱
っ
た
、
①
と
②
の
史
料
群
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
事
業
の
結
果
、
①
は
二
五
三
点
、
②
は
約
七
五
〇
点
存
在
す
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
今
後
、
約
六
〇
〇
～
八
〇
〇
点
と
さ
れ
る
③
の
史
料
群
と
併
せ
て
検
討
す
れ
ば
、
見
城
家
文
書
の
全
容
を
ほ
ぼ
復
元
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

二
〇

一
三
年
度
の
調
査
事
業
で
は
、
①
の
史
料
目
録
の
作
成
を
重
点
的
に
行
い
、
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
①
の
全
史
料
二
五
三
点
を
、



そ
の
内
容
に
基
づ
き
分
類
し
た
も
の
が
、
表
１
で
あ
る
。
①
で
最
も

多
い
の
は
Ｃ
分
類

（負
担
関
係
）
の
五
五
点
で
、
そ
れ
に
続
く
の
が

Ｄ
分
類

（社
会
関
係
）
の
五
〇
点
、
Ｂ
分
類

（土
地
関
係
）
の
三

一

点
で
あ
る
。

さ
て
、
『静
岡
市
史
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
見
城
家
文
書
は

一
人
点

で
あ
る

（表
２
を
参
照
）。
今
回
の
調
査
事
業
の
結
果
、
こ
れ
ら
一
八

点
の
史
料
は
、
す
べ
て
①
の
史
料
群
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認

で
き
た
。
つ
ま
り
、
『静
岡
市
史
』
で
調
査
さ
れ
た
見
城
家
文
書
は
、

①
の
史
料
群
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
小
稿
で
は
、
②
の
史

表 1 見城家文書
(見城秀誌氏所蔵)の構成

ホ「静岡市史」近世史料二 (静岡市役所、1975年 )219～20ページょり作成。
注1 表題は r静岡市史Jの記載による。

四

一

分   類
A(政治・行政・支配関係)
B(上 }
C(負担関
D(社会関係)
E(産業関係 |

F(i
G(医療・災害関係) 9

H(建築 土木関係 )
I(交通・通 言関係 ) 1

」 (教育 文 ヒ関係 ) 3

K(宗教・習俗関係)
M(家関係 )
Y(典籍関係) 1

Z(雑 ) 8

計

表 2『静岡市史』掲載の見城家文書
番
号 年 月 西暦 表題 (注 1)

耐̈
静大作成
日録番号

1 辰 8 (中平村検地帳) ○ 46

2 大和 2年 5月 定 ○ 1

3 元禄12年 4月 請取申夫食御借米代金之 ○

4 享保 6年 10月 1721 覚
5 享保17年 4月 御救夫食拝借請取證文之事 ○

6 元文 4年正月 乍恐書付を以奉願上候御事 ○

7 寛保 2年 11月 平野村差出シ: ○

8 寛政 2年 6 寛政二成年煎茶仕入井売払,
9 寛政 2年 8月 早損御届ケ書付 ○

寛政 6年 3月 1794 差上申一札之事 ○ 7

寛政 9年 9月 駒尾ラ ○

天保14年 3月 1843 鉄旭御吟味書上帳 ○

安政 4年 3月 産物類売揚高取調書上帳 ○ 176

文久 3年12月 1863 駿州安倍郡中平村明細差出帳 ○

慶応元年12月 産物 「■ ○

差上申一札之事 ○

メこ化10笙F3 1813 宗門人別御改村控牒 117

慶応 4年 2月 1868 宗F5人別相改帳 下1 ○

点数



四
二

料
群
か
ら
も
多
く
の
史
料
を
紹
介
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
文
字
通
り
の
新
出
史
料
で
あ
る
。

ま
た
、
②
の
史
料
目
録
は
未
完
成
で
あ
る
が
、
①
と
史
料
の
形
態
面
で
比
較
し
て
み
る
と
、
①
の
ほ
う
が
、
状
な
ど
の
一
紙
文
書
で
多
く
を

占
め
ら
れ
て
い
る
印
象
を
も
つ
。
こ
こ
か
ら
敷
行
す
る
に
、
か
つ
て
見
城
家
文
書
に
接
し
た
研
究
者
た
ち
が
、
よ
り
高
い

「史
私
的
価
値
」
を

も
つ
と
判
断
し
た
冊
子
類
な
ど
を
優
先

的
に
選
別
し
て
分
割
し
た
結
果
、
①
は

比
較
的
多
く
の
一
紙
文
書
で
構
成
さ
れ

る
こ
上
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
②
と

③
の
史
料
目
録
の
完
成
を
待
た
ね
ば
な

ら
な
い
が
、
見
城
家
文
書
が
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
、
三
つ
の
史
料
群
に
分
割
さ

れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究

で
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
の
一
つ
で
あ
る
。

さ
て
、
史
料
の
紹
介
を
行
う
前
に
、

江
戸
時
代
の
中
平
村
と
見
城
家
に
つ
い

て
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。
中
平

村
は
、
安
倍
郡
上
流
沿
い
の
山
間
部
に

地図 安倍郡中平村の位置
*『静岡県管内全図 (復刻版)』 (静岡県図書館協会、1979年)を
もとに作成。



位
置
す
る

（地
図
参
照
）。
十
七
世
紀
前
期
に
は
、
駿
府
藩
領
↓
幕
府
領
↓
駿
府
藩
領
な
ど
領
主
が
頻
繁
に
交
替
し
た
が
、
寛
永
十
年

（
三
ハ
三
一じ

か
ら
幕
末
ま
で
は

一
貫
し
て
幕
府
領
で
あ
り
、
駿
府
代
官
所
の
支
配
に
属
し
た
。
村
高
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
八
石
余
で
あ
り
、
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）
の

「宗
門
人
別
改
帳
下
書
」
（②
静
岡
大
学
所
蔵
）
に
よ
る
と
、
家
数
は

一
四
軒
、
人
口
は
六
九
人

（男
性
三
七
人
、
女
性
三
二

人
）
で
あ
っ
た
。
主
要
な
産
物
は
、
茶

・
炭

・
真
椿

。
杉
材

・
三
極
な
ど
で
、
年
貢
は
幕
末
ま
で
金
納
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
平
村
の
名
主
を
、
ほ
ぼ
江
戸
時
代
を
通
じ
て
務
め
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
見
城
家
で
あ
る
。
見
城
家
の
来
歴
に
つ
い
て
は
不
明
な

点
も
多
い
が
、
今
回
の
調
査
事
業
で
確
認
さ
れ
た

「見
城
視
喜
雄
摩
ヾ

（見
城
家
歴
代
の
法
名

・
命
日

一
覧
ピ

（①
見
城
秀
誌
氏
所
蔵

・
日
録

番
号
二
四
三
。
以
下
、
「①
見
城
氏
所
蔵

・
〇
〇
〇
」
と
す
る
）
に
よ
る
と
、
最
も
古
い
時
期
の
人
物
は
明
暦
元
年

（
一
六
五
五
）
に
没
し
た

「心
甫
紹
雲
居
士
」
で
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
見
城
家
の
当
主
は
、
「庄
左
衛
門
」
あ
る
い
は

「庄
蔵
」
を
名
乗

っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
が
、
①
の
史
料
群
に
お
け
る

「庄
左
衛
門
」
の
初
見
は
、
明
暦
四
年
で
あ
る

（①
見
城
氏
所
蔵

・
一
八
六
）。
併
せ
て
考
え
る
に
、
「心
甫

紹
雲
居
士
」
と
は
、
明
暦
四
年
の
庄
左
衛
門
の
前
代
の
当
主
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
平
村
に
お
け
る
見
城
家
の
成
立
は
、

遅
く
と
も
十
七
世
紀
前
期
ま
で
た
ど
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二
　
史
料
紹
介

本
章
で
は
、
①
見
城
秀
誌
氏
所
蔵
分
と
②
静
岡
大
学
所
蔵
分
の
見
城
家
文
書
の
な
か
か
ら
、
含

）
村
社
会
と
百
姓
、
公
じ

幕
末
の
村
入
用

帳
、
３
↓

郡
中
惣
代
と
取
締
役
、
（四
）
安
政
大
地
震
の
被
害
、
と
い
う
四
つ
の
項
目
別
に
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
史
料
を
紹
介
す
る
。

な
お
、
翻
刻
に
際
し
て
、
原
史
料
に
み
え
る
漢
字

・
異
体
字

・
合
字
等
や
変
体
仮
名
、
誤
字
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
改
め
た
。

一
、
漢
字

・
具
体
字
等
は
、
地
名

。
人
名
な
ど
を
除
い
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

四
三



四
四

二
、
変
体
仮
名
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
が
、
次
の
も
の
は
そ
の
ま
ま
用
い
た
。

江

貧

）

者

↑

）

茂

（も
）

而

？

）

之

６

）

三
、
用
語
上
で
、
明
ら
か
に
誤
字
と
思
わ
れ
る
字
は
訂
正
し
た
が
、
疑
わ
し
い
も
の
に
は

（
マ
マ
）
と
右
に
注
記
し
た
。

ま
た
、
虫
損

・
欠
損
文
字
は
□
と
し
た
。

（
一
）
村
社
会
と
百
姓

ま
ず
は
、
江
戸
時
代
の
村
社
会
と
百
姓
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
史
料
を
二
点
紹
介
し
て
み
た
い
。
次
の
史
料
は
、
天
明
六
年

（
一
七
八
六
）
に
中
平
村
の
伊
右
衛
門
と
い
う
老
年
の
百
姓
が
、
名
主
の
庄
蔵
ほ
か
村
役
人
た
ち
に
提
出
し
た
文
書
で
あ
る
。

【史
料

一
】
ヨ

札
之
事

（私
儀

一
人
者
に
て
困
窮
に
つ
き
畑
地
村
方

へ
差
出
候
と

（見
城
氏
所
蔵

。
一
一
五
）

一
札
之
事

一
私
儀

一
人
者

二
罷
成
、
尚
又
年
罷
寄
渡
世
不
罷
成
、
至
而
困
窮
仕
候
い
依
之
御
年
貢
諸
役
等
上
納
可
仕
手
立

一
切
無
御
座
候
間
、
私
控

来
候
畑
地
　
高
九
升
壱
合
五
夕

内
五
升
四
合
七
夕
　
一削
□
引

残
三
升
六
合
八
タ

右
之
通
、
御
村
方
御
役
人
中
江
差
出
申
候
、
可
然
御
取
は
か
ら
い
、
御
年
貢
諸
役
等
御
村
方

二
而
御
上
納
可
被
下
候
、
然
上
者
右
地
所

相
渡
し
申
所
、
例
而
如
件

中
平
村

天
明
六
年
年
十

一
月
廿
五
日
　
　
　
α
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓

伊
右
衛
門
③



中
平
村
庄
　
蔵
殿

十
兵
衛
殿

六
郎
兵
衛
殿

兵
右
衛
門
殿

家
族
に
先
立
た
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
コ

人
者
」
と
な
っ
た
伊
右
衛
門
は
、
老
年
の
た
め
生
計
を
立
て
ら
れ
ず
、
至
っ
て

「困
窮
」
し
て
い

る
と
い
う
。
彼
は
、
も
は
や
年
貢
や
諸
役
な
ど
を
上
納
す
る
手
段
も
な
い
た
め
、
自
身
が
所
持
す
る
畑
地
の
う
ち
、
以
前
か
ら
差
し
出
し
て
い

た
分

（
「前
□
引
し

を
除
く
残
り
の
土
地
も
、
村
役
人
た
ち
に
差
し
出
す
の
で
、
今
後
は
村
方
か
ら
年
貢
や
諸
役
な
ど
を
上
納
し
て
は
し
い
、

と
願
っ
て
い
る
。

こ
の
史
料
か
ら
は
、
家
族
を
失
い
単
身
と
な
っ
た
高
齢
者
が
、
自
身
の
財
産
を
村
役
人
た
ち
に
差
し
出
す
こ
と
で
、
代
わ
り
に
年
貢

・
諸
役

の
負
担
を
村
社
会
に
求
め
た
こ
と
、
ま
た
当
時
の
村
社
会
が
そ
う
し
た
高
齢
者
の
税
負
担
の
肩
代
わ
り
を
行
い
う
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
、
な

ど
の
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
近
年
の
日
本
近
世
史
研
究
で
は
、
江
戸
時
代
の
村
社
会
に
よ
る
村
内
の
生
活
困
窮
者

へ
の
救
瀧
や
、
村

外
に
出
稼
ぎ
に
い
っ
た
百
姓
の
残
さ
れ
た
家
族

（高
齢
者

・
病
身
者

・
子
ど
も
）
に
対
し
て
も
、
支
援
を
行

っ
て
い
た
事
実
な
ど
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
本
史
料
か
ら
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
安
倍
川
流
域
で
も
、
そ
の
よ
う
な
村
社
会
の
本
来
的
機
能
や
包
容
力
が
存
在
し
て
い
た
事

実
を
確
認
し
う
る
。

一
方
、
自
身
の
生
計
に
基
づ
く
生
活
が
困
難
な
た
め
、
村
社
会
の
全
面
的
な
扶
助
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
高
齢
者
側
は
、
ど
の
よ
う
な
感

情
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
史
料
は
、
そ
う
し
た
高
齢
者
の
心
情
を
垣
間
見
せ
る
も
の
で
あ
る
。

【史
料
二
】
「乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候

（吉
之
助
乱
心
に
つ
き
、
吉
之
助
倅
成
長
後
に
百
姓
相
続
願
写
と

（見
城
氏
所
蔵

・
一
一
六
）

四
五



四
六

乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候

一
中
平
村
百
姓
善
左
衛
門
枠
吉
之
助
乱
心
仕
、

御
役
所
様
江
懸
込
御
願
二
罷
出
、
不
埒
之
義
而
已
申
上
候
処
、
村
役
人
共
被
召
出
、
御
引
渡
被
遊
、
善
左
衛
門
方
江
相
渡
、
手
当
致
置
、

他
出
為
致
申
間
敷
旨
被
仰
渡
、
引
取
罷
帰
、
善
左
衛
門
江
相
渡
申
候
処
、
養
方
等
出
来
仕
兼
、
跡
取
極
二
差
支
、
村
役
人
共
る
申
上
候

処
、
善
左
衛
門
被
召
出
、
吉
之
助
悴
共
養
方
井
百
姓
相
続
可
仕
旨
被
仰
渡
候
処
、　
一
体
困
窮
者
之
処
、
殊
二
及
老
年
農
業
等
も
出
来
不

仕
、
渡
世
相
成
兼
候
二
付
、
両
人
之
者
養
も
行
届
不
申
候
間
、
所
持
之
柴
林
山
畑
共
村
方
江
差
出
申
候
二
付
、
右
を
以
吉
之
助
養
方
手

当
二
致
、
朝
夕
食
事
番
等
も
村
方
江
願
申
度
、
吉
之
助
枠
義
ハ
親
類
共
江
相
頼
預
申
度
、
差
出
置
候
山
畑
等
吉
之
助
養
方

二
余
り
候

ハ
ヽ
、
村
方
相
談
を
以
、
吉
之
助
枠
成
長
之
後
、
百
姓
相
続
出
来
致
候
様
仕
度
旨
相
願
、
書
左
衛
門
義
ハ
手
細
工
□
も
致
渡
世
い
た
し
、

村
方
世
話
二
相
成
申
間
敷
旨
申
候
二
付
、
右
之
通
取
極
申
度
奉
存
候
、
依
之
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
以
上

中
平
村

享
和
元
年
酉
十

一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓

善
左
衛
門
③

名
主

庄
　
蔵

組
頭

治
郎
兵
衛
③

百
姓
代
兵
右
衛
門
③

野
田
松
二
郎
様

御
役
所

右
之
通
御
役
所
江
差
上
申
候
二
付
、
写
控
置
、
致
印
形
申
候
以
上



こ
の
史
料
は
、
享
和
元
年

（
一
人
〇

一
）、
中
平
村
の
百
姓
善
左
衛
門
と
名
主
の
庄
蔵
た
ち
村
役
人
が
、
駿
府
代
官
所
に
提
出
し
た
願
書
の
写

し
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

善
左
衛
門
の
息
子
で
あ
る
吉
之
助
が

「乱
心
」
し
、
駿
府
代
官
所
に
駆
け
込
ん
で

「不
埒
」
な
こ
と
を
上
申
し
た
た
め
、
同
村
の
村
役
人
た

ち
は
代
官
所
に
召
喚
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
吉
之
助
を
引
き
渡
さ
れ
、
親
元
で
厳
し
く
管
理
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
善
左
衛
門

は
吉
之
助
を
養
育
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
跡
継
ぎ
の
決
定
に
も
支
障
が
出
た
。
そ
の
事
情
を
村
役
人
た
ち
が
上
申
し
た
と
こ
ろ
、
善
左
衛
門
は

代
官
所
か
ら
召
喚
さ
れ
、
吉
之
助
の
息
子

（善
左
衛
門
の
孫
）
の
養
育
と
彼

へ
の
相
続
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
村
役
人
た
ち
が
善
左
衛
門

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
彼
は
次
の
よ
う
に
要
望
し
て
い
る
。
私
自
身
は
老
年
の
た
め
農
業
な
ど
も
出
来
ず
に
困
窮
し
て
い
る
た
め
、
両
人

（息

子
と
孫
）
の
養
育
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
所
持
し
て
き
た
山
畑
な
ど
を
村
方
に
差
し
出
す
の
で
、
そ
れ
を
吉
之
助
の
生
活
費
に
あ

て
て
、
朝
夕
の
食
事
な
ど
も
村
方
で
賄
っ
て
も
ら
い
た
い
。
孫
は
親
類
に
預
け
る
こ
と
に
し
た
い
が
、
も
し
山
畑
な
ど
が
余

っ
た
場
合
は
、
村

方
相
談
の
上
、
孫
の
成
長
後
に
百
姓
を
相
続
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
な
お
、
善
左
衛
門
は
、
手
細
工
な
ど
で
自
身
の
生
計
は
立
て
、
村

方
の
世
話
に
は
な
ら
な
い
と
申
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
取
り
決
め
た
い
と
思
う
が
、
ど
う
か
お
認
め
い
た
だ
き
た
い
。

こ
こ
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
「不
祥
事
」
を
起
こ
し
た
息
子
の
生
活
と
、
将
来
に
お
け
る
孫
の
百
姓
相
続
の
機
会
を
、
財
産
を
差
し
出
す
こ
と

で
村
社
会
に
委
ね
る
一
方
、
あ
く
ま
で
自
身
は
村
の
扶
助
は
受
け
な
い
と
す
る
高
齢
者
の
心
情
で
あ
る
。
本
下
光
生
氏
は
、
自
己
責
任
に
よ
っ

て
生
活
で
き
な
い
こ
と
を
恥
辱
と
観
念
し
て
、
村
社
会
や
他
人
の
施
し
を
受
け
る
こ
と
を
嫌
う
、
あ
る
い
は
居
村
か
ら
夜
逃
げ
す
る
江
戸
時
代

の
人
び
と
の
姿
を
描
き
出
し
て
い
る
が
、
善
左
衛
門
も
ま
た
、
そ
う
し
た
自
己
責
任
観
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
も
う

一
点
、
こ
の
史
料
で
注
目
す
べ
き
は
、
駿
府
代
官
所
に
提
出
さ
れ
た
願
書
の
写
し
が
村
方
で
再
度
作
成
さ
れ
、
名
主
庄
蔵
以
外

の
村
役
人
や
善
左
衛
門
本
人
の
捺
印
が
行
わ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
【史
料
一こ

は
、
代
官
所

へ
の
願
書
の
提
出
後
、
村
社
会
で
明
文
化
し
て

お
く
必
要
性
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
写
し
と
し
て
作
成
さ
れ
、
名
主
の
も
と
で
管
理
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

四
七



四
八

（
二
）
幕
末
の
村
入
用
帳

見
城
家
文
書
に
お
け
る
①
見
城
秀
誌
氏
所
蔵
分
、
②
静
岡
大
学
所
蔵
分
の
史
料
群
に
は
、
近
世
後
期
の
中
平
村
に
お
け
る
村
入
用
関
係
の
帳

簿
が
、
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
一コ
ヽ
で
は
、
嘉
永
七
年

（安
政
元
年
、　
一
八
五
四
）
に
お
け
る
村
入
用
か
ら
の
支
出
内
容
を
示
し
た
、
【史
料

一二

「嘉
永
七
年
　
当
寅
年
中
村
入
用
明
細
控
帳
」
を
紹
介
し
た
い
。

こ
の
史
料
か
ら
は
、
村
役
人
た
ち
に
よ
る
駿
府

（府
中
）

へ
の
出
張
費
、
寺
社
に
よ
る
勧
化
や
初
穂
料
、
書
女
や
座
頭
た
ち
の
宿
泊
費
、
虚

無
僧

へ
の
対
処
費
な
ど
に
支
出
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
支
出
内
容
に
つ
い
て
は
、
他
の
年
代
の
村
入
用
帳
か
ら
も
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
諸
費
用
の
合
計
か
ら
前
年
の
繰
り
越
し
分
を
引
い
た

一
四
貫
七
六

一
文
を
、
村
内
の
全

一
四
軒
に
均
等
割
り
し
て
、

一
軒
あ
た
り

一
貫
五
二
文
の
負
担
と
し
て
い
る

（正
確
に
は
三
三
文
の
不
足
が
生
じ
る
が
、
こ
れ
は
名
主
の
庄
蔵
が
負
担
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
）。

見
城
家
文
書
に
数
多
く
の
村
入
用
帳
が
存
在
す
る
な
か
で
、
こ
の
嘉
永
七
年
の
も
の
を
取
り
上
げ
た
の
に
は
、
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。
第

一

に
、
と
り
わ
け

「郡
中
」
関
係
の
支
出
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
、
第
二
に
、
こ
の
年
の
十

一
月
に
発
生
し
た
安
政
東
海
地
震
に
関
係
す
る
支
出

が
確
認
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

第

一
の
点
に
つ
い
て
。
嘉
永
五
年
、
駿
府
茶
問
屋
再
興
の
動
き
を
受
け
て
、
茶
産
地
で
あ
る
安
倍
川

・
藁
科
川
流
域
の
村
々
は
惣
代
を
た
て
、

江
戸
茶
問
屋

へ
の
直
売
を
求
め
た
訴
訟
を
開
始
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

（
い
わ
ゆ
る

「嘉
永
茶

一
作
し
。
嘉
永
七
年
は
、
こ
の
茶

一
件
の

最
中
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
に
は
訴
訟
を
起
こ
し
た
村
々
側
の
内
部
で
も
、
郡
中
惣
代
で
あ
る
俵
沢
村
喜
兵
衛
に
専
横
の
振
る
舞
い

が
多
い
と
し
て
、
彼
の
解
職
を
求
め
た
安
倍
川
流
域
の
一
七
か
村
に
よ
る
訴
願
運
動

（
「郡
中

一
作
し

が
起
こ
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
動
き
を

反
映
し
て
か
、
【史
料
一邑

か
ら
は
、
「郡
中

一
件
」
に
関
係
し
た
費
用
の
負
担
や
、
喜
兵
衛
解
職
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
横
山
村

・
蕨
野
村

へ
の

出
張
、
喜
兵
衛
が
不
正
を
行
っ
た
と
さ
れ
る

「郡
要
籾

一
件
」
関
係
の
費
用
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。
な
お
、
【史
料
三
ｌ
①
】
は
、
【史
料
一一●

に

紙
経
り
と
し
て
括
り
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
名
主
庄
蔵
が
蕨
村
に
七
月
八
日
出
張
し
た
際
、
「郡
中

一
件
入
用
割
合
」
と
し
て
支
払

っ
た



二
七
四
文
の
領
収
書
で
あ
る
。

第
二
の
点
に
つ
い
て
。
日
付
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
【史
料
三
】
の
後
半
部
に
は
、
安
政
東
海
地
震
後
の
村
役
人
た
ち
の
対
応
を
示
す
記

述
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
地
震
後
、
名
主
の
庄
蔵
た
ち
は
村
内
を
回
っ
て
被
害
状
況
を
確
認
し
た
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
際
の

「茶
代
」
や

「酒

手
」
（心
付
け
）
や
、
被
災
民
へ
の
見
舞
金
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
安
政
東
海
地
震
の
概
要
は
、
（四
）
の
項
目
で
後
述
し
た
い
。

【史
料
三
】
「嘉
永
七
年
　
当
寅
年
中
村
入
用
明
細
控
帳
」
（静
岡
大
学
日
本
史
学
研
究
室
所
蔵
。
以
下
、
「静
大
所
蔵
」
と
略
）

〈表
紙
）

「
　
　
嘉
永
七
年

当
寅
年
中
村
入
用
明
細
控
帳

中
平
村

寅
正
月
吉
日
　
　
　
名
主
庄
蔵

（横
）

一
百
文

一
百
文

一
百
四
十
文

国
Ｉ
再
名
代
勘
兵
衛
殿
出
府
入
用

ご
せ
弐
人
と
ま
り

ご
せ
弐
人
と
ま
り

横
田
ゑ
ひ
す
壱
人
と
ま
り

富
士
神
主
五
ヶ
年
勧
化

宗
門
寺
印
頼
入
酒
手

四
九



一
百
文

一
百
文

一
百
文

一
百
四
十
八
文

一
四
十
八
文

一
百
四
十
八
文

一
弐
百
文

一
百
文

一
弐
百
壱
文

一
七
百
文

一
弐
百
文

一
四
十
八
文

一
百
文

一
弐
百
文

一
百
文

一
百
文

一
百
四
十
八
文

一
弐
百
七
十
四
文

宗
門
納
入
用

尾
張
惣
社
初
穂
三
ヶ
年
分

座
頭
壱
人
と
ま
り

蕨
野
村
出
会

同
夕
飯
代

横
山
村
出
会

書
け
礼

書
け
二
付
、
出
府
入
用

萩
原

一
件
二
付
、
入
嶋
儀
右
衛
門
殿
頼
出
府
入
用

虚
無
僧
助
成

同
仕
切

同
昼
喰

夏
成
納
入
用

尾
州
八
幡
弐
人
と
ま
り

郡
中
入
用
納

秋
葉
山
弐
人
昼
喰

郡
中
一件
蕨
野
出
会

郡
中

一
件
入
用
割
合

五
〇



一
三
十
四
文

一
百
四
十
八
文

一
百
四
十
八
文

一
百
文

↓
茄
百
文

一
三
十
弐
文

一
三
十
弐
文

↓
酬
ず
文

一
百
文

一
百
壱
文

一
百
四
十
八
文

一
廿
文

弓
軸
爵
栃
な
文

一
六
百
文

一
百
文

一
三
十
弐
文

一
金
壱
分
弐
朱
分

一
百
五
十
弐
文

四
百
廿
三
文

同
断
入
用
割
合

郡
中
横
山
村
出
会

都
中
蕨
野
村
出
会

割
付
請
取
入
用

尾
州
熊
野
同
州

一
ノ
宮
弐
人
泊

同
熊
の
初
尾
と
り
替

同

一
ノ
官
初
穂
取
替

起
返
取
下
場
見
分
役
人
江
御
礼
金
割
合

御
礼
出
府
入
用

御
出
役
様
於
宿
入
用

横
山
村
出
会
入
用

郡
中

一
件
入
用
割
合

郡
要
籾

一
件
二
付
、
三
階
屋
手
付
色
々
入
用

郡
要
籾
二
付
、
出
府
下
り
上
入
用

初
納
入
用

当
国
八
幡
官
初
尾
取
替

荒
■
■
庄
蔵
外
壱
人
罷
出
候
入
用
井
川
支
二
付
入
用

地
暮
看
出
会
庄
蔵

・
弥
五
左
衛
門
両
人
茶
代
酒
手

五

一



一
八
十
八
文

一
八
百
四
十
壱
文

一
四
十
八
文

一
十
八
文

一
百
四
十
八
文

一
五
百
文

一
五
百
文

一
壱
貫
文

一
金
壱
分

一
百
五
十
文

〆
拾
四
貫
九
百
三
十
壱
文

此
内
百
六
十
六
文

去
丑
年
分
引

弐
〆
拾
四
貫
七
百
六
十
壱
文

拾
四
軒
二
割
付
、
壱
軒
二
付
壱
貫
五
十
弐
文

金
弐
朱

永
七
拾
三
文
三
分
　
代
銭

地
震
■́
庄
蔵

・
勘
兵
衛
両
人
酒
手

大
地
〓
看
届
ヶ
諸
入
用
其
外
見
舞
入
用

地
言
看
横
山
出
会
茶
代

同
断
酒
手
割
合

年
中
と
う
め
う
油
代

年
中
紙
筆
代

年
末
勘
定
入
用

宗
門
帳
仕
立
共

地
昼
看
左
東
弐
状

寅
夏
成
御
年
貢

丑
郡
中
入
用

（中
略
）

五



一
永
四
十
三
文
五
分
　
代
銭

一
金
弐
朱

一
百
文

去
丑
川
々
国
役
金

寅
初
納

茶

一
件
落
合
村
江
出
会

【史
料
三
ｌ
①
】
「覚

（郡
中

一
件
に
つ
き
村
々
出
府
費
用
請
取
と

（静
大
所
蔵
）

③
　
　
　
党

一
弐
百
七
十
四
文

右
者
郡
中
惣
代
喜
兵
衛

一
件
二
付
、
村
々
出
府
雑
田

一一土

ハ
ヶ
村
割
合
、
ロ

ニ
請
取
申
候
以
上

寅
七
月
八
日

横
山
村
源
兵
衛
③

中
平
村
庄
蔵
様

（
三
）
郡
中
惣
代
と
取
締
役

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
日
本
近
世
史
研
究
で
は
、
村
を
こ
え
た
広
域
的
な
地
域
社
会
の
運
営
主
体
と
し
て
、
江
戸
時
代
中
後
期
の
非
領
国
地

域
に
お
け
る
郡
中
惣
代
や
惣
代
庄
屋
、
あ
る
い
は
藩
領
地
域
に
お
け
る
大
庄
屋
な
ど
の
性
格
に
、
大
き
な
注
目
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
中
平
村

が
存
在
す
る
駿
河
国
は
典
型
的
な
非
領
国
地
域
で
あ
り
、
か
ね
て
よ
り
郡
中
惣
代
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
史
料
的
な
制
約
も

五
三



五
四

あ
り
、
駿
河
国
に
お
け
る
郡
中
惣
代
の
実
態
や
活
動
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
次
の

【史
料
四
】

は
、
前
記
し
た
二
〇
一
三
年
度
の

「古
文
書
展
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
」
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
安
倍
郡
で
の
郡
中
惣
代
の
活
動
の
一
端
を
示
す

貴
重
な
史
料
で
あ
り
、
再
度
紹
介
し
た
い
。

【史
料
四
】
「覚

〈郡
中
惣
代
に
よ
る
勧
化
取
り
締
ま
り
と

（静
大
所
蔵
）

覚

近
来
諸
国
山
々
配
札
勧
化
之
類
、
追
々
相
聴
迷
惑
二
及
ひ
、　
一
統
難
渋
二
付
、

累
年
配
札
巡
行
之
外
者
相
断
、
継
立
不
仕
取
極

熊
　
野

御
嶽
山

高
野
山

熱
　
田

右
之
外
御
免
勧
化
者
別
段
之
事
、
其
余
配
札
勧
化
座
頭
二
至
迄
、　
一
切
相
断

申
候
、
此
度
相
談
之
上
奉
願
上
候
上
者
、
以
来
取
極
違
乱
仕
間
敷
事

嘉
永
四
年
亥
六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
中
惣
代
③

近
年
、
諸
国
山
々
の
札
を
配
っ
て
金
品
を
求
め
る
勧
化
な
ど
が
増
え
、
村
々
は

秋
葉
山
　
　
　
　
‐
自
山
二
諦
坊

津
　
嶋
　
　
　
　
大
　
山

三
州
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
国

豊
　
川
　
　
　
　
八
　
幡

当
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厠

富
士
山
　
　
　
　
　
旭
稲
荷

下
総
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
回

鹿
　
島
　
　
　
　
　
高
根
山

帰 婦 昴 婦

写真 史料4 「覚 (都中惣代による勧化取り締まり)」



迷
惑

・
難
渋
し
て
い
る
た
め
、
長
年
に
わ
た
る
配
札
巡
行
者
以
外
は
排
除
し
、
彼
ら
以
外
は
村
落
間
で
の
継
ぎ
立
て
も
行
わ
な
い
と
い
う
、
郡

中
惣
代
に
よ
る
取
り
決
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
安
倍
郡
に
お
け
る

「郡
中
議
定
」
と
い
え
よ
う
。
こ
の
史
料
で
は
、
遠
州
の
秋
葉
山
ほ
か

一
三

の
寺
社
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
寺
社
と
幕
府
か
ら
の
公
式
許
可
を
得
た
勧
化

（
「御
免
勧
化
し

に
関
し
て
は
、
受
け
入
れ
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
配
札
勧
化
や
、
同
じ
く
廻
在
者
で
あ
る
座
頭

（盲
人
）
に
関
し
て
は
、
コ

切
」
排
除
す
る
こ
と
が

厳
し
く
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。

す
で
に
、
江
戸
時
代
中
後
期
の
郡
中
議
定
を
め
ぐ
っ
て
は
、
畿
内

・
出
羽
村
山
郡
、
ま
た
遠
州
地
方
で
多
く
の
研
究
成
果
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
勧
化
や
座
頭
な
ど
の
廻
在
者
を
、
強
く
排
除
す
る
動
き
を
行

っ
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
【史
料
四
】
も
ま
た
、
そ
う
し
た
動
向
を

示
す

一
史
料
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
受
け
入
れ
の
対
象
と
す
る
具
体
的
な
寺
社
に
関
し
て
、
郡
中

（地
域
社
会
）
の
独
自
裁
量
で
設
定

し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
幕
府
に
よ
る
御
免
勧
化
以
外
の
寺
社
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
は
、
当
該

期
の
郡
中
惣
代
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、
安
倍
郡
と
い
う
地
域
社
会
に
お
け
る
寺
社
の
信
仰
圏
を
議
論
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
ろ
う
。

も
う

一
点
、
こ
の
史
料
で
注
目
す
べ
き
は
、
作
成
主
体
で
あ
る
郡
中
惣
代
の
署
名
の
後
に
、
「郡
中
惣
代
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ

る

（写
真
参
照
）。
郡
中
惣
代
の
印
に
関
し
て
は
、
す
で
に
嘉
永
年
間
の
摂
津

・
河
内
二
か
国
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
東
海
地

域
に
お
け
る
存
在
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
非
常
に
貴
重
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
駿
河
の
郡
中
惣
代
に
つ
い
て
は
今
後
明
ら
か
に
す
べ
き

課
題
が
山
積
し
て
い
る
が
、
【史
料
四
】
か
ら
は
郡
中
惣
代
が
法
的
主
体
性
を
備
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
決
し
て
臨
時
的
な
存
在
で
は
な
く
、
恒

常
的
な
地
域
社
会
の
管
理
主
体
と
し
て
存
立
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

次
に
紹
介
し
た
い
の
が
、
幕
末
の
安
倍
郡
に
お
け
る

「取
締
役
」
の
存
在
を
示
す
史
料
で
あ
る
。

【史
料
五
】
「議
定
之
事

（長
州
浪
人
取
り
締
ま
り
に
つ
き
と

（静
大
所
蔵
）

議
定
之
事

五
五



五
六

長
州
附
属
之
浪
人
共
散
乱
致
候
二
付
、
被
仰
出
之
趣
茂
有
之
、
東
海
道
筋
其
外
御
関
所
川
々
、
御
取
締
厳
重
二
相
成
候
二
而
者
、
自
然
右

之
も
の
共
当
国
お
甲
州
路
江
立
入
、
又
者
渡
海
等
可
致
茂
難
計
間
、
御
取
締
厳
重
相
立
候
様
、
其
御
筋
御
達
之
趣
フ
以
、
此
程
被
　
仰
渡

之
趣
茂
御
座
候
所
、
今
般
御
出
役
御
廻
村
之
上
、
我
等
村
々
組
合
相
立
、
横
山
村
名
主
源
兵
衛
殿

・
平
野
村
名
主
久
左
衛
門
殿
取
締
役
被

仰
付
候

二
付
而
者
、
弥
被
　
仰
渡
之
趣
堅
相
守
、
繁
々
見
廻
り
心
附
、
若
胡
乱
之
も
の
徘
徊
罷
在
候
を
見
留
候
ハ
ヽ
、
速
二
取
締
之
衆
江

申
通
、
組
合
村
々
江
者
相
図
い
た
し
可
申
、
其
節
者
即
刻
不
残
得
物
用
意
、
役
人
共
指
揃
罷
出
、
取
締
役
之
衆
江
差
図
請
、
精
力
を
尽
、

差
押
方
取
計
、
勿
論
如
何
之
風
聞
等
及
承
り
候
而
茂
、
互
二
申
通
合
、
取
締
役
之
衆
江
注
進
可
致
様
、
若
亦
胡
乱
之
者
徘
徊
致
、
相
図
有

之
候
而
茂
、
人
数
指
出
方
無
謂
遅
二
お
よ
ひ
、
又
ハ
不
参
候
儀
も
候
ハ
ヽ
、
其
節
ハ
一
同
る
何
様
御
役
所
江
申
立
二
相
成
候
而
も
、
互
ニ

一
言
之
儀
決
而
申
間
敷
候
、
為
後
証
議
定
伽
如
件

元
次
元
年

子
七
月

駿
州
安
倍
郡
俵
沢
村

名
主

次
郎
兵
衛

俵
峯
村

名
主

七
郎
左
衛
門

油
嶋
村

名
主

佐
右
衛
門

中
沢
村

名
主

九
右
衛
門

相
渕
村



前
書
之
通
り
被
致
議
定
候
趣
承
知
致
候
、
然
上
者
拙
者
共
二
お
ゐ
て
も
右
議
定
趣
御
心
得
精
々
心
付
、

之
次
第
速
二
出
張
、
夫
々
指
押
可
致
候
、
勿
而
奥
印
致
置
候
、
以
上

名
主

五
兵
衛

蕨
野
村

名
主

角
兵
衛

中
平
村

名
主

庄
　
蔵

渡

村

名
主

六
郎
左
衛
門

有
東
木
村

名
主

五
左
衛
門

入
嶋
村

名
主

孫
左
衛
門

梅
ヶ
嶋
村

名
主

儀
兵
衛

若
違
変
之
義
も
有
之
節

ハ
申
通
有

取
締
役
横
山
村

名
主
　
源
丘
倉
何

五
七



五
八

平
野
村

名
主

久
左
衛
門

前
書
之
通
り
今
般
村
々
取
締
役
之
義
被
仰
渡
、
辺
々
承
知
仕
、
御
差
図
次
第
不
限
昼
夜

二
罷
出
相
勤
可
申
候
、
若
違
背
仕
、
指
図
之
節
遅

参
致
候
者
有
之
候
ハ
ヽ
、
何
様
之
義
可
被
　
仰
付
候
共
不
苦
候
、
為
其
村
中
連
印
仕
候
処
、
の
而
如
件

元
次
元
年

子
七
月

安
倍
郡
中
平
村源
兵
衛
①

佐
　
平
◎

与
右
衛
門
◎

兵
四
郎
③

伝
　
六
①

太
　
吉
③

久
左
衛
闊
０

権
次
郎
③

徳
　
蔵
③

小
重
郎
③

五
人
組
六
郎
兵
衛
①

同
断

次
郎
兵
衛
③



百
姓
代
勘
兵
衛
③

組
頭

弥
五
左
衛
門
③

名
主

庄
蔵
殿

こ
れ
は
、
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
七
月
十
九
日
に
京
都
で
起
こ
っ
た
禁
門
の
変
後
、
戦
い
に
敗
れ
た
長
州
藩
関
係
の
浪
人
た
ち
が
各
地
に

四
散
す
る
こ
と
を
警
戒
し
て
、
組
合
村
と
取
締
役
を
設
置
し
、
浪
人
た
ち
の
取
り
締
ま
り
を
行
う
こ
と
を
安
倍
郡
で
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

実
は
こ
の
史
料
に
関
し
て
は
、
同
じ
時
期
に
同
じ
内
容
で
、
遠
江
国
佐
野
郡

・
城
東
郡

・
榛
原
郡

（中
泉
代
官
所
支
配
）
で
作
成
さ
れ
た
も
の

が
、
『静
岡
県
史
』
史
料
編
１２
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
【史
料
五
】
は
禁
門
の
変
の
発
生
を
受
け
て
、
浪
人
た
ち
の
逃
亡
を
警
戒
し
た
駿

遠
の
幕
府
代
官
所
が
、
廻
村
し
て
指
示
を
行
っ
た
結
果
、
各
地
で
組
合
村
と
取
締
役
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
対
す
る
連
印
が
各

村
単
位
で
と
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
取
締
役
に
任
命
さ
れ
た
横
山
村
の
名
主
源
兵
衛
は
、
前
述
し
た
嘉
永
年
間

（
一
八
四
八
～
五
四
）

の
俵
沢
村
喜
兵
衛
に
対
す
る
不
正
追
及
運
動
で
も
、
安
倍
郡

一
七
か
村
の
惣
代
役
を
務
め
て
お
り
、
当
該
期
の
地
域
社
会
の
有
力
者
で
あ
っ
た
。

幕
領
に
お
け
る
取
締
役
を
扱
っ
た
研
究
は
、
久
留
島
浩

・
山
崎
善
弘
な
ど
多
く
の
成
果
が
存
在
す
る
が
、
，Ｖ
ヽ
で
は
幕
末
の
信
濃
に
お
け
る

取
締
役
設
置
を
論
じ
た
山
崎
圭
の
成
果
が
参
考
に
な
る
。
山
崎
は
、
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
の
信
濃
国
御
影
代
官
所
支
配
の
村
々
で
、
天
誅

組

・
生
野
の
変
な
ど
上
方
で
の
事
変
を
受
け
て
、
陣
屋
の
警
備
や
治
安
維
持
の
た
め
に
郡
中
取
締
役
が
設
置
さ
れ
、
地
域
の
豪
農
が
任
命
さ
れ

た
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
駿
遠
地
域
に
お
け
る
取
締
役
設
置
の
経
緯
と
近
し
い
も
の
と
い
え
る
。

ま
た
、
【史
料
五
】
で
は
、
禁
門
の
変
か
ら
二
週
間
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
駿
遠
各
地
で
取
締
役
の
設
置
に
向
け
た
動
き
が
、
代
官
所
主
導
で

展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
激
動
す
る
幕
末
の
政
治
変
動
と
地
域
社
会
と
の
関
係
を
示
す
史
料
だ
と
い
え
よ
う
。

五
九



六
〇

（
四
）
安
政
大
地
震
の
被
害

最
後
に
紹
介
す
る
の
は
、
嘉
永
七
年

（安
政
元
年
、　
一
八
五
四
）
十

一
月
四
日
に
発
生
し
た
安
政
東
海
地
震
が
、
中
平
村
に
も
た
ら
し
た
被

害
に
つ
い
て
書
き
上
げ
た
史
料
で
あ
る
。
正
確
に
述
べ
る
と
、
こ
の
史
料
に
は
安
政
東
海
地
震
に
よ
っ
て
村
内
で
崩
落
し
た
地
名
と
面
積
が
、

詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

安
政
東
海
地
震
の
概
要
と
そ
の
被
害
に
つ
い
て
、
『静
岡
県
史
』
別
編
二
自
然
災
害
誌
を
も
と
に
略
述
し
て
お
こ
う
。
安
政
東
海
地
震
は
、
遠

州
灘
の
御
前
崎
沖
、
南
海
ト
ラ
フ
に
沿
う
プ
レ
ー
ト
境
界
を
震
源
と
し
た
、
Ｍ
八
・四
と
推
定
さ
れ
て
い
る
巨
大
地
震
で
あ
り
、
駿
遠
地
域
で
は

と
く
に
沼
津
か
ら
天
竜
川
河
口
に
か
け
た
沿
岸
部

一
帯
に
大
き
な
震
害
を
及
ぼ
し
た
。
ま
た
、
遠
州
灘
沿
岸
に
は
、
大
き
な
津
波
被
害
も
も
た

ら
し
て
い
る
。

こ
の
地
震
の
震
度
で
は
、
駿
遠
地
域
の
平
野
部
の
み
な
ら
ず
、
山
地
で
も
震
度
六
が
分
布
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
土
石
流
や
山
崩
れ
な
ど
の

被
害
を
も
た
ら
し
た
。
中
平
村
の
震
度
は
六
～
七
と
推
測
さ
れ
、
安
倍
川
流
域
で
は
大
規
模
な
山
崩
れ
が
発
生
し
た
。
同
流
域
で
は
、
地
震
の

翌
月
に
三
六
か
村
の
名
主
が
会
合
し
、　
一
〇
〇
か
所
以
上
の
山
崩
れ
被
害
を
幕
府
に
提
出
し
て
い
る
。

こ
こ
に
紹
介
す
る

【史
料
六
】
「安
政
元
年
　
大
地
震
二
付
崩
所
書
上
帳
」
は
、
地
震
の
翌
月
に
名
主
庄
蔵
た
ち
村
役
人
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
宛
先
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
述
し
た
安
倍
川
流
域
三
六
か
村
の
被
害
調
査
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
、
最
終
的
に
は
幕
府

（駿
府
代
官
所
）
へ
の
提
出
を
意
図
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
【史
料
六
】
で
は
、
ま
ず
中
平
村
に
お
け
る
畑
地
の
被
害
面
積
が
、　
つ
づ
い
て

山
地
に
お
け
る
焼
畑
や
山
林
な
ど
崩
落
場
所

・
面
積
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
山
地
の
崩
落
場
所
は
、
実
に

一
〇
六
か
所
に
及
ぶ
。

こ
う
し
た
か
つ
て
の
崩
落
場
所
は
、
今
後
大
地
震
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
再
ぴ
崩
壊
す
る
危
険
性
を
有
し
て
い
る
。
静
岡
県
を
含
む
東
海

地
域
は
、
す
で
に
安
政
東
海
地
震
か
ら

一
五
〇
年
以
上
を
経
過
し
、
近
年
で
は

「南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
発
生
の
恐
れ
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

二
〇

一
一
年
二
月
十

一
日
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
地
域
的
な
防
災
対
策
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
現
在
、
か
つ
て
の
大
地
震
に
よ
る



被
害
と
復
興
状
況
を
詳
細
に
跡
づ
け
て
、
そ
の
具
体
的
な
対
策
に
役
立
て
て
い
く
作
業
も
い
っ
そ
う
重
要
性
を
増
し
て
い
よ
う
。
そ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
、
本
史
料
が
今
後
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
望
外
の
喜
ぴ
で
あ
る
。

【史
料
六
】
「安
政
元
年
　
大
地
震
二
付
崩
所
書
上
帳
」
（静
大
所
蔵
）

（表
紙
〉

「　
　
　
　
安
政
元
年

大
地
震
二
付
崩
所
書
上
帳

寅
十
二
月
　
中
平
村
　
　
　
」

上
畑
四
畝
廿
六
歩
　
　
　
　
所
々
之
痛
所

中
畑
壱
畝
廿
弐
歩
　
　
　
　
右
同
断

下
畑
拾
六
歩
　
　
　
　
　
　
右
同
断

反
別
合
七
畝
四
歩

一　
字
お
ゐ
の
嶋
山
焼
畑

一
〇
同
所
上
焼
畑

一
〇
同
所
横
焼
畑

凡
樫導
帥
　
欠
崩

几
樫蒟喘帥
　
　
右
同
断

凡
躍≫
帥
　
右
同
断

ハ



○
同
所
横
焼
畑

同
所
奥
焼
畑

○
字
大
わ
ら
し
山

字
榎
市
わ
ら
し
山
作
場

同
所
横
雑
木
山

同
所
横
雑
木
山

同
所
横
雑
木
山

同
所
横
雑
木
山

○
同
所
上
雑
木
山

字
金
山
下
雑
木
山

同
所
横
雑
木
山

○
同
所
横
雑
木
山

字
奥
村
下
雑
木
山

○
字
だ
き
岩
雑
木
山

○
同
所
横
雑
木
山

字
な
ぎ
か
う
つ
焼
畑

同
所
横
焼
畑

○
字
沢
野
焼
畑

凡
罐麟情帥

几
機に計帥

凡
機４
耳

凡
樫筆廿帥

凡
樫辞
開

凡
罐４
剛

凡
罐
級
調

凡
躍
着
調

凡
聾
相
■
帥

「九樫惰菫剛

凡
機廿ホ岬

凡
躍爆計師

凡
躍爆
帥

凡
罐卜
帥

凡
聖
砧
帥

凡
躍
壺
剛

凡
樫
熟
帥

凡
耀い廿岬

高高高高高高高高高高高有高高高高高高
断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断

ハ



同
所
横
作
場
　
　
　
　
　
　
凡
躍
計
帥
　
　
右
同
断

字
だ
ら
／
ヽ
雑
木
山
　
　
　
凡
機
嗽
帥
　
　
右
同
断

同
所
奥
雑
木
山
　
　
　
　
　
凡
罐
謳
帥
　
　
右
同
断

○
字
大
久
保
日
影
雑
木
山
　
　
凡
樫
漱
輌
帥
　
　
右
同
断

○
同
所
奥
雑
木
山
　
　
　
　
　
凡
躍
夢
キ百
剛
　
右
同
断

○
字
下
日
影
焼
畑
　
　
　
　
　
凡
鰹
一蒲
帥
　
　
右
同
断

○
同
所
上
焼
畑
　
　
　
　
　
　
凡
彎
靖
剛
　
　
右
同
断

同
所
上
作
場
　
　
　
　
　
　
凡
彎
■
剛
　
　
右
同
断

同
所
上
焼
畑
　
　
　
　
　
　
凡
樫
師
醐
　
　
右
同
断

字
さ
か
さ
川
焼
畑
　
　
　
　
凡
躍
樹
帥
　
　
右
同
断

字
下
小
屋
山
焼
畑
　
　
　
　
凡
躍
「
け
剛
　
　
右
同
断

○
同
所
奥
作
場
　
　
　
　
　
　
凡
撻
嗽
廿
帥
　
　
右
同
断

○
字
ほ
う
づ
き
沢
焼
畑
　
　
　
凡
機
哺
「
剛
　
　
右
同
断

字
大
平
焼
畑
　
　
　
　
　
　
凡
躍
一岬
剛
　
　
右
同
断

同
所
奥
焼
畑
　
　
　
　
　
　
凡
愕
■
帥
　
　
右
同
断

字
長
坂
山
焼
畑
　
　
　
　
　
凡
響
神
剛
　
　
右
同
断

○
同
所
下
焼
畑
　
　
　
　
　
　
凡
愕
咤
剛
　
　
右
同
断

同
所
下
焼
畑

凡
躍蒟一師
　
　
右
同
断



○
字
作
り
平
山
焼
畑

字
中
道
山
作
場

○
同
所
上
焼
畑

○
字
仏
山
雑
木
山

同
所
奥
雑
木
山

字
ま
な
板
く
ら
焼
畑

同
所
上
焼
畑

字
赤
ば
さ
ぎ
焼
畑

○
字
上
ば
ら
ま
雑
木
山

字
下
ば
ら
ま
雑
木
山

○
同
所
下
焼
畑

同
所
下
焼
畑

字
ま
た
地
山
雑
木
林

字
く
ら
が
り
沢
雑
木
林

同
所
上
雑
木
林

字
日
影
雑
木
林

○
同
所
奥
雑
木
林

字

つ
が
山

凡 凡 凡
樫Ｍ廿帥

竪
弐
百
間

検
五
十
間

竪
三
百
間

横
四
十
間

堅
三
十
間

模
二
十
間

竪
二
十
間

横

十

間

竪
六
十
間

検

廿

間

堅

弐

間

横

四

間

堅

百

間

横

廿

間

竪
二
十
間

横
弐
十
間

竪
百
廿
間

横
三
十
間

竪
二
十
間

横

人

間

凡
躍
対
醐

凡 凡 凡 凡凡 凡
横堅横堅

属含
:]

右 右 右 右 右 右 右
同 同 同 同 同 同 同
断 断 断 断 断 断 断

右
同
断

右
同
断

右
同
断

右
同
断

右
同
断

右
同
断

右
同
断

凡
樫
珈
萌
帥

凡 凡凡
機
畝
帥

凡
樫輝
剛

凡
樫
一千

帥
　

　

右
同
断

右
同
断

右
同
断

六
四



○
同
所
奥

同
所
上

同
所
横

同
所
奥

○
字
六
郎
石
雑
木
林

○
同
所
奥
雑
木
林

字
隠
ぞ
う
り
焼
畑

字
ぜ
う
げ
ん
沢
焼
畑

同
所
横
焼
畑

○
字
う
る
し
の
久
保
焼
畑

同
所
横
雑
木
山

○
同
所
上
雑
木
山

字
長
畑
ヶ
焼
畑

同
所
横
焼
畑

同
所
横
焼
畑

同
所
横
焼
畑

同
所
横
焼
畑

字
立
岩
焼
畑

凡
樫ヨ領剛

凡
躍畔
帥

凡
躍嬌
帥

凡
撃
胡

凡
樫増
輝
醐

凡
櫻覇刊岬

凡
躍
刊
帥

凡
樫媚
調

凡
樫朴
剛

凡
樫謂
和
師

凡
愕
喜
剛

凡
鐸
鶉
押
剛

凡
罐
絲
帥

凡
躍
叶
帥

凡
躍
計
帥

凡
樫芸
剛

凡
攣
針
熟
帥

凡
躍
・計
帥

右 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右
同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同
断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断

五



同
所
横
焼
畑
　
　
　
　
　
　
凡
電
提
剛
　
　
右
同
断

同
所
横
作
場
　
　
　
　
　
　
几
樫
計
恒
剛
　
　
右
同
断

同
所
横
杉
小
森
　
　
　
　
　
凡
躍
将
剛
　
　
右
同
断

同
所
上
杉
小
森
　
　
　
　
　
凡
樫
＝
開
　
　
右
同
断

○
同
所
下
焼
畑
　
　
　
　
　
　
凡
経
覇
＝
剛
　
　
右
同
断

○
同
所
横
焼
畑
　
　
　
　
　
　
凡
樫
畝
廿
帥
　
　
右
伺
断

字
出
方
焼
畑
　
　
　
　
　
　
凡
鰹
４
剛
　
　
右
同
断

字
日
影
代
焼
畑
　
　
　
　
　
凡
婦
♯
剛
　
　
右
同
断

同
所
奥
焼
畑
　
　
　
　
　
　
凡
岬
幹
帥
　
　
右
同
断

字
中
瀬
山
焼
畑
　
　
　
　
　
凡
樫
峨
廿
帥
　
　
右
同
断

字
甚
三
郎
坂
焼
畑
　
　
　
　
凡
彎
壻
醐
　
　
右
同
断

同
所
奥
焼
畑
　
　
　
　
　
　
凡
罐
謝
帥
　
　
右
同
断

字
と
い
ば
あ
ら
し
焼
畑
　
　
凡
緯
畝
青
帥
　
　
右
同
断

字
壱
枚
ざ
う
り
焼
畑
　
　
　
凡
樫
叩
帥
　
　
右
同
断

○
字
新
左
衛
門
小
屋
場
焼
畑
　
凡
樫
〓百再
品

　
右
同
断

字
が
に
五
郎
山
焼
畑
　
　
　
几
櫂
報
廿
剛
　
　
右
同
断

○
字
小
助
代
山
焼
畑
　
　
　
　
凡
躍
蓼
胡
　
　
右
同
断

同
所
下
焼
畑

纏
千百間関

右

屏

エハ
ユハ



○
同
所
横
焼
畑

○
字
長
者
屋
敷
焼
畑

字
紅
葉
畑
ヶ
作
場

○
字
い
の
沢
山
焼
畑

同
所
上
焼
畑

字
朴
□
ば
ね
作
場

同
所
横
作
場

○
字
う
し
ろ
山
焼
畑

字
粟
よ
せ
山
作
場

同
所
横
焼
畑

○
同
所
横
作
場

同
所
横
焼
畑

字
伐
り
ど
ふ
し
焼
畑

右
山
崩
所
合
百
六
ヶ
所

右
者
今
般
大
地
震
二
而
、

安
政
元
年
責
十
二
月

凡
撃
辞
帥

凡
樫
≫
帥

凡
樫伸
剛

凡
樫規情岬

凡
樫詠廿帥

凡
躍林計帥

凡
愕
雌
輔

凡
躍請
岬

凡
樫朝＝帥

纏
舗
奸
岬

凡
躍〓情剛

凡
躍電針剛

凡
樫卜
岬

右 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右
同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同
断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断 断

.

山
林
焼
畑
場
共
欠
崩
所
取
調
申
候
所
、
書
面
之
通
相
違
無
御
座
候
以
上

ハ

七



六
八

駿
州
安
部
郡

中
平
村

名
主

庄
　
蔵
③

肛
頭

弥
五
左
衛
門
◎

百
姓
代
勘
兵
衛
③

む
す
び

に
か
え
て

以
上
、
簡
略
で
は
あ
る
が
、
①
見
城
秀
誌
氏
所
蔵
分
な
ら
び
に
②
静
岡
大
学
所
蔵
分
の
見
城
家
文
書
の
数
点
に
つ
い
て
、
史
料
紹
介
と
解
説

を
行
っ
た
。
見
城
家
文
書
に
関
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
②
の
史
料
群
の
日
録
を
完
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
③
国
学
院
大
学
所
蔵
分
を
調
査

・

研
究
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
作
業
の
末
に
、
江
戸
時
代
の
中
平
村
や
安
倍
川
流
域
の
地
域
社
会
、
そ
こ
に
住
ん
だ
人
び
と
の
様

相
は
、
よ
り
は
つ
き
り
と
そ
の
像
を
私
た
ち
の
前
に
現
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

注

一
覧

（１
）

「第
４２
回
古
文
書
展
　
駿
河
国
中
平
村
に
お
け
る
産
業
と
茶

一
件
』
（静
岡
大
学
人
文
社
会
科
学
部
日
本
史
学
研
究
室
、
二
〇

一
二
年
）。

（２
）

静
岡
市
役
所
、　
一
九
七
五
年
。

（３
）

見
城
秀
誌
氏
所
蔵
分
の
史
料
目
録
は
、
静
岡
大
学
人
文
社
会
科
学
部
日
本
史
学
研
究
室
で
間
覧
可
能
で
あ
る
。
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例
え
ば
、
渡
辺
尚
志

「百
姓
の
力
』
（柏
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
。

平
野
哲
也

『江
戸
時
代
村
社
会
の
存
立
構
造
』
（御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
四
三

一
～
三
四
ペ
ー
ジ
。
平
野
の
成
果
が
も
つ
研
究
史
的
意
義
に
つ
い
て

は
、
木
下
光
生

「村
の

『貧
困
』
『貧
農
」
と
日
本
近
世
史
研
究
」
奮
奈
良
史
学
』
二
九
、
一一〇

一
一
年
）
を
参
照
。

（６
）

木
下
光
生

「没
落
と
敗
者
復
活
の
社
会
史
」
（世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
編

『救
済
の
社
会
史
』
同
セ
ン
タ
ー
、
二
〇

一
一
年
）
。

（７
）

宮
本
勉

「駿
遠
茶

一
件
の
歴
史
的
特
質
」
（本
多
隆
成
編

『近
世
静
岡
の
研
究
』
清
文
堂
、　
一
九
九

一
年
）。

（８
）

新
井
正

『梅
ヶ
島
郷
土
誌
』
（硯
水
泉
、　
一
九
九
〇
）

一
〇
二
～
〇
四
ペ
ー
ジ
。

（９
）

前
掲
宮
本
論
文
な
ど
。

（１０
）

藪
田
貫

『国
訴
と
百
姓

一
揆
の
研
究
』
（校
倉
書
房
、　
一
九
九
二
年
）、
青
木
美
智
男

『近
世
非
領
国
地
域
の
民
衆
運
動
と
郡
中
議
定
』
（ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
四

年
）、
大
塚
英
二

「郡
中
議
定
に
な
ぜ
注
目
す
る
の
か
」
（青
木
美
智
男

・
保
坂
智
編

『新
視
点
日
本
の
歴
史
　
第
五
巻
近
世
編
』
新
人
物
往
来
社
、　
一
九
九
三
年
）。

（Ｈ
）

石
井
良
助

・
服
藤
弘
司
編

「幕
末
御
触
書
集
成
』
第
二
巻

（岩
波
書
店
、　
一
九
九
二
年
）
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
【史
料
四
】
に
記
載
さ
れ
た
寺
社
は
、
い
ず
れ

も
当
該
期
の
御
免
勧
化
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
っ
た
。

（‐２
）

久
留
島
浩

「『中
間
支
配
機
構
」
を

『社
会
的
権
力
論
』
で
読
み
直
す
」
（久
留
島

・
吉
田
伸
之
編

『近
世
の
社
会
的
権
力
』
山
川
出
版
社
、　
一
九
九
六
年
）

二
八
九
ペ
ー
ジ
。

（‐３
）

「静
岡
県
史
』
史
料
編
１２
近
世
四

（静
岡
県
、　
一
九
九
五
年
）
二
五
二
～
五
四
ペ
ー
ジ
。

（‐４
）

山
崎
圭

「郡
中
取
締
役
の
成
立
と
幕
末
維
新
期
の
地
域
社
会
」
（同

『近
世
幕
領
地
域
社
会
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
五
年
。
初
出
は
二
〇
〇
〇
年
）。

（‐５
）

静
岡
県
、　
一
九
九
六
年
。

【付
記
】
見
城
家
文
書
の
関
覧
に
際
し
て
、
所
蔵
者
の
見
城
秀
誌
氏
に
は
格
別
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
本
稿
の
作
成
に
際
し
て
、
湯

六
九



七
〇

之
上
隆
氏
と
静
岡
市
文
化
財
課
の
岡
村
龍
男
氏
に
は
貴
重
な
ご
教
示
を
多
く
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
、
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
本
稿
は
二
〇

一
三
年
度
の
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金

（若
手
研
究
Ｂ
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


